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令和元年度 第１回ジュニア・市政モニターアンケート 

市の公共施設について 

福祉の仕事のイメージについて 

 

 

（１）対  象    ジュニア・市政モニター ３４４人 

（２）回答者数    １９２人（回答率 ５５．８％） 

（３）実施期間    令和元年６月２６日（水）から７月３１日（水）まで 

（４）目  的  ・市の公共施設について（４ページから７ページまで） 

 相模原市では、昭和４０年代からの人口急増期を中心に整備してきた学校や

公民館など、多くの公共施設の老朽化が進んでおり、近い将来、一斉に改修や

建替えが必要となる時期を迎えます。 

こうした施設の改修や建替えには多くの費用がかかる一方、人口減少や少子

高齢化など、厳しい財政状況が想定される中で、ピーク時には、今ある施設の

６割程度しか維持できない可能性があります。 

公共施設は、将来世代も含め、市民の皆さんの税金で維持されていきます。 

相模原市では、今ある公共施設のあり方を見直し、施設に関するコストを削

減するための様々な工夫をしながら、将来にわたり、必要な公共施設サービス

を維持していくための取組、いわゆる公共施設マネジメントの取組を推進して

います。 

そこで、公共施設マネジメントの取組に対する認知度や考え方を把握し、今後

の取組の参考とするため、アンケート調査を実施させていただきました。 

         

 ・福祉の仕事のイメージについて（８ページから１８ページまで） 

福祉の仕事は、高齢者や障害者など誰もが安心して「いきいきと充実した生

活」を送るために、なくてはならない大切な仕事です。また、少子高齢化の進

行により、福祉サービスに対する需要の増大・多様化が見込まれています。 

相模原市では、福祉の仕事のイメージアップや、福祉を支える人材の確保に

向けて、様々な取組を実施しています。 

今回、将来を担うみなさんの福祉（介護・障害福祉分野）の仕事に対するイ

メージなどを調査し、今後の取組を一層進めるための基礎資料とするため、ア

ンケート調査を実施させていただきました。 

 

※表、グラフ内の数字は回答者数を基数とした百分率で表わし、小数点第２位を四捨五入している

ため、百分率の合計が１００％にならない場合があります。 
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【問１】あなたの学年をお答えください。（○は１つ） 

１ 中学１年生               ４ 高校１年生 

２ 中学２年生               ５ 高校２年生 

３ 中学３年生               ６ 高校３年生 

 

 

 

           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２】あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

１ 男性           ２ 女性         ３ 答えたくない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択肢 回答数 回答分布 

１ 3 1.6％ 

２ 54 28.1％ 

３ 63 32.8％ 

４ 28 14.6％ 

５ 29 15.1％ 

６ 15 7.8％ 

合計 192 100.0％ 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 76 39.6％ 

２ 109 56.8％ 

３ 0 0.0％ 

無回答 7 3.6％ 

合計 192 100.0％ 

n=192 

n=192 

男性 

39.6％ 
女性 

56.8％ 

無回答

3.6％ 

中学１年生 

 1.6％ 

中学２年生

28.1％ 

中学３年生 

32.8％ 

高校１年生 

14.6％ 

高校２年生

15.1％ 

高校３年生

7.8％ 
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【問３】あなたの住んでいる地区をお答えください。（○は１つ） 

【緑区】           【中央区】       【南区】・その他 

１ 橋本地区         ７ 小山地区       16 大野中地区 

２ 大沢地区         ８ 清新地区       17 大野南地区 

３ 城山地区         ９ 横山地区       18 麻溝地区 

４ 津久井地区        10 中央地区       19 新磯地区 

５ 相模湖地区        11 星が丘地区      20 相模台地区 

６ 藤野地区         12 光が丘地区      21 相武台地区 

               13 大野北地区      22 東林地区 

14 田名地区       23 その他（市外） 

               15 上溝地区 

 

  

8.3%

6.3%

4.2%

8.9%

1.0%

5.2%

1.6%

2.6%

0.5%

5.2%

1.0%

6.3%

0.5%

2.6%

5.2%

7.8%

8.9%

3.6%

3.6%

5.2%

4.2%

1.6%

5.2%

0.5%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0%

橋本地区

大沢地区

城山地区

津久井地区

相模湖地区

藤野地区

小山地区

清新地区

横山地区

中央地区

星が丘地区

光が丘地区

大野北地区

田名地区

上溝地区

大野中地区

大野南地区

麻溝地区

新磯地区

相模台地区

相武台地区

東林地区

その他（市外）

無回答

選択肢 回答数 回答分布 

１ 16 8.3％ 

２ 12 6.3％ 

３ 8 4.2％ 

４ 17 8.9％ 

５ 2 1.0％ 

６ 10 5.2％ 

７ 3 1.6％ 

８ 5 2.6％ 

９ 1 0.5％ 

１０ 10 5.2％ 

１１ 2 1.0％ 

１２ 12 6.3％ 

１３ 1 0.5％ 

１４ 5 2.6％ 

１５ 10 5.2％ 

１６ 15 7.8％ 

１７ 17 8.9％ 

１８ 7 3.6％ 

１９ 7 3.6％ 

２０ 10 5.2％ 

２１ 8 4.2％ 

２２ 3 1.6％ 

２３ 10 5.2％ 

無回答 1 0.5％ 

合計 192 100.0％ n=192 
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【問４】あなたは、公共施設の老朽化問題を知っていますか。（○は１つ） 

 １ 知っている ２ 聞いたことがある ３ 知らない 

 

                        

 

 

    

   

 

 

 

 

☆公共施設の老朽化問題を「知らない」と回答した人が、約半数の 49.0％でした。 

 

【問５】公共施設マネジメントの必要性について、あなたはどう思いますか。 （○は１つ） 

 １ 必要である 

２ 必要ではない 

３ どちらともいえない 

４ わからない 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆公共施設マネジメントの取組は「必要である」と回答した人が、一番多い 60.9％でした。 

  

選択肢 回答数 回答分布 

１ 27 14.1％ 

２ 71 37.0％ 

３ 94 49.0％ 

無回答 0 0.0％ 

合計 192 100.0％ 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 117 60.9％ 

２ 2 1.0％ 

３ 40 20.8％ 

４ 32 16.7％ 

無回答 1 0.5％ 

合計 192 100.0％ 

聞いたことがある 

   37.0％ 

知らない 

49.0％ 

知っている 

 14.1％ 

n=192 

必要である

 60.9％ 

必要ではない

1.0％ 

どちらとも 

いえない 

20.8％ 

わからない 

16.7％ 

無回答 

0.5％ 

n=192 
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9.4%

16.7%

17.5%

14.6%

18.7%

2.6%

19.3%

1.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

今ある施設の建替えを除き、原則として、新たな施設は建設しない

建替えの際は、周辺施設との複合化（合築）を行う

利用者が少なくなった施設などの集約化（統廃合）や廃止を行う

今ある建物をできる限り長く使い、建替え時期を延ばす

施設の整備や管理運営において、民間の企業等のノウハウ（知識や経験、

アイデアなど）を活用した取組を積極的に進める

施設使用料の有料化や値上げを行う

未利用となった土地や建物を売却または貸付けなどにより、有効利用する

その他

【問６】公共施設にかかる費用（維持するのに掛かるお金）を減らすためには、あなたは、どのような取組

が重要だと思いますか。（○は２つまで） 

 １ 今ある施設の建替えを除き、原則として、新たな施設は建設しない 

 ２ 建替えの際は、周辺施設との複合化（合築）を行う（下図参照） 

 ３ 利用者が少なくなった施設などの集約化（統廃合）や廃止を行う（下図参照） 

 ４ 今ある建物をできる限り長く使い、建替え時期を延ばす（建て替える建物を減らす） 

 ５ 施設の整備や管理運営において、民間の企業等のノウハウ（知識や経験、アイデアなど）を

活用した取組を積極的に進める 

６ 施設使用料の有料化や値上げを行う 

７ 未利用となった土地や建物を売却または貸付けなどにより、有効利用する 

８ その他（具体的に：                             ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「未利用となった土地や建物を売却または貸付けなどにより、有効利用する」が 19.3％、「施設の整備や管

理運営において、民間の企業等のノウハウ（知識や経験、アイデアなど）を活用した取組を積極的に進める」

が 18.7％、「利用者が少なくなった施設などの集約化（統廃合）や廃止を行う」が 17.5％、「建替えの際は、

周辺施設との複合化（合築）を行う」が 16.7％となるなど、特定の取組に意見が集中しない結果となりまし

た。  

選択肢 回答数 回答分布 

１ 32 9.4％ 

２ 57 16.7％ 

３ 60 17.5％ 

４ 50 14.6％ 

５ 64 18.7％ 

６ 9 2.6％ 

７ 66 19.3％ 

８ 4 1.2％ 

合計 342 100.0％ 

複合化 …設置目的が異なる施設を一つの建物に整備

集約化（統廃合） …設置目的が同じ施設を集約（統廃合）

公民館 まちづくりセンター+ ＝ 公民館 まちづくりセンター

Ａ小学校 Ｂ小学校+ ＝ ●●小学校 廃校  子どもが
減る？ 

 いっしょ
に使う？ 

施設の見直し方
（例）

＜（8その他）でいただいた具体的な意見＞ 

・募金を行う。 

・一年間にかかる費用を見直し、無駄（余計）なところがあれば無くす。削れそうなところがあれば削る。 

・建替えるエリアを小さくして費用を削減 

・安定雇用と市民福祉の為に安易な民営化・統廃合に反対 

n=342 
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8.2%

6.2%

5.1%

5.3%

9.9%

12.3%

17.9%

15.0%

1.6%

17.3%

0.0%

1.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

窓口サービスなどを提供する機能のある施設（まちづくりセンター、出張所など）

市民の文化・芸術活動のためのホール機能がある施設（相模原市民会館、相模原南市民ホールなど）

地域コミュニティ活動のための施設（集会所、地域センターなど）

社会教育や生涯学習活動のための施設（図書館、公民館など）

スポーツを楽しむための施設（体育館、屋内プールなど）

高齢者の健康や福祉の増進支援のための施設（老人福祉センター、ふれあいセンターなど）

子育て支援機能のある施設（保育所、幼稚園、児童クラブなど）

医療機能のある施設（メディカルセンター、診療所など）

公営住宅（市営住宅、あじさい住宅）

義務教育施設（小学校、中学校）

その他

特にない

【問７】将来、今ある公共施設すべての改修・建替えができない場合、あなたは、どの施設を優先して維

持していくべきと考えますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 窓口サービス（住民票の手続き等）などを提供する機能のある施設（まちづくりセンター、

出張所など） 

２ 市民の文化・芸術活動のためのホール機能がある施設（相模原市民会館、相模原南市民ホー

ルなど） 

３ 地域コミュニティ活動のための施設（集会所、地域センターなど） 

４ 社会教育や生涯学習活動のための施設（図書館、公民館など） 

５ スポーツを楽しむための施設（体育館、屋内プールなど） 

６ 高齢者の健康や福祉の増進支援のための施設（老人福祉センター、ふれあいセンターなど） 

７ 子育て支援機能のある施設（保育所、幼稚園、児童クラブなど） 

８ 医療機能のある施設（メディカルセンター、診療所など） 

９ 公営住宅（市営住宅、あじさい住宅） 

10 義務教育施設（小学校、中学校） 

11 その他（具体的に：                              ） 

12 特にない 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 42 8.2％ 

２ 32 6.2％ 

３ 26 5.1％ 

４ 27 5.3％ 

５ 51 9.9％ 

６ 63 12.3％ 

７ 92 17.9％ 

８ 77 15.0％ 

９ 8 1.6％ 

１０ 89 17.3％ 

１１ 0 0.0％ 

１２ 6 1.2％ 

合計 513 100.0％ 

☆優先して維持していくべき施設としては、「子育て支援機能

のある施設（保育所、幼稚園、児童クラブなど）」が 17.9％、

「義務教育施設（小学校、中学校）」が 17.3％、「医療機能のあ

る施設（メディカルセンター、診療所など）」が 15.0％となる

など、教育、子育て、医療に関する施設の優先度が高いという

結果となりました。 

n=513 
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2.7%

8.2%

7.9%

19.9%

28.7%

6.3%

18.4%

4.8%

0.3%

2.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

窓口サービスなどを提供する機能のある施設（まちづくりセンター、出張所など）

市民の文化・芸術活動のためのホール機能がある施設（相模原市民会館、相模原南市民ホールなど）

地域コミュニティ活動のための施設（集会所、地域センターなど）

社会教育や生涯学習活動のための施設（図書館、公民館など）

スポーツを楽しむための施設（体育館、屋内プールなど）

高齢者の健康や福祉の増進支援のための施設（老人福祉センター、ふれあいセンターなど）

子育て支援機能のある施設（保育所、幼稚園、児童クラブなど）

医療機能のある施設（メディカルセンター、診療所など）

その他

特にない

【問８】市では、地域の拠点施設となり得る小学校や中学校の有効活用（複合化（他の施設と一緒にする

こと）や使われていない教室の活用など）を検討することとしています。                              

あなたが、学校と複合化したら良いと思う施設はどれですか。（○は２つまで） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 窓口サービスなどを提供する機能のある施設（まちづくりセンター、出張所など） 

２ 市民の文化・芸術活動のためのホール機能がある施設（相模原市民会館、相模原南市民ホー

ルなど） 

３ 地域コミュニティ活動のための施設（集会所、地域センターなど） 

４ 社会教育や生涯学習活動のための施設（図書館、公民館など） 

５ スポーツを楽しむための施設（体育館、屋内プールなど） 

６ 高齢者の健康や福祉の増進支援のための施設（老人福祉センター、ふれあいセンターなど） 

７ 子育て支援機能のある施設（保育所、幼稚園、児童クラブなど） 

８ 医療機能のある施設（メディカルセンター、診療所など） 

９ その他（具体的に：                              ） 

10 特にない 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 9 2.7％ 

２ 27 8.2％ 

３ 26 7.9％ 

４ 66 19.9％ 

５ 95 28.7％ 

６ 21 6.3％ 

７ 61 18.4％ 

８ 16 4.8％ 

９ 1 0.3％ 

１０ 9 2.7％ 

合計 331 100.0％ 

＜（8その他）でいただいた具体的な意見＞ 

・複合化しないでください。 

☆学校との複合化に向いている施設として一番多かったのは、

「スポーツを楽しむための施設（体育館、屋内プールなど）」

（28.7％）がという結果となり、「社会教育や生涯学習活動の

ための施設（図書館、公民館など）」（19.9％）、「子育て支援機

能のある施設（保育所、幼稚園、児童クラブなど）」（18.4％）

が続く結果となりました。 

n=331 
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ある

50.5％

ない

47.9％

無回答

1.6％

学校の授業の一環

64.9％

親・親戚・兄弟・

先輩・友人に誘わ

れた

その他

8.2％

先生にすすめられ 無回答

2.1％

先輩・友人に 

誘われた 

9.3％ 

 

n=97 

【問９】あなたは、これまでに福祉施設等で職場体験やボランティア活動などに参加した経験はあります

か？（○は１つ） 

１ ある 

２ ない 

  

 

 

 

    

 

 

 

 

☆職場体験やボランティア活動などに参加した経験が「ある」と回答した人が約半数の 50.5％でした。 

《問９で「１ ある」とお答えの方へ》 

【問９－１】参加するきっかけは何でしたか。（○は１つ） 

１ 学校の授業の一環 

２ 先生にすすめられた 

３ 先輩・友人に誘われた 

４ 親・親戚・兄弟・姉妹にすすめられた 

５ その他（具体的に：                            ） 

  

 

 

  

 

 

    

   

 

 

 

☆参加するきっかけについて「学校の授業の一環」と回答した人が、一番多い 64.9％でした。 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 97 50.5％ 

２ 92 47.9％ 

無回答 3 1.6％ 

合計 192 100.0％ 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 63 64.9％ 

２ 5 5.2％ 

３ 9 9.3％ 

４ 10 10.3％ 

５ 8 8.2％ 

無回答 2 2.1％ 

合計 97 100.0％ 

親・親戚・兄弟・ 

姉妹にすすめられた 

10.3％ 

 

先生にすすめられた 

5.2％ 

n=192 
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45

身近な人が介護を

受けている（いた）

場面をみて

n=192 

【問１０】あなたは、福祉の仕事にどのようなイメージをお持ちですか。（○は１つ） 

１ 今後、重要となっていく 

２ 人や社会の役に立ち、働きがいがある 

３ 体力的、精神的にきつい 

４ 給与など雇用面での待遇が良くない 

５ その他（具体的に：                               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１１】問１０のイメージをどうして持たれましたか。（○は１つ） 

１ 実際に福祉関係（介護・障害福祉分野）の仕事をしている人から聞いて 

２ 身近な人が介護を受けている（いた）場面をみて      

３ テレビや雑誌、インターネットの情報をみて 

４ 他の人が話しているのを聞いて 

５ その他（具体的に：                               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択肢 回答数 回答分布 

１ 75 39.1％ 

２ 63 32.8％ 

３ 32 16.7％ 

４ 11 5.7％ 

５ 5 2.6％ 

無回答 6 3.1％ 

合計 192 100.0％ 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 45 23.4％ 

２ 24 12.5％ 

３ 92 47.9％ 

４ 5 2.6％ 

５ 12 6.3％ 

無回答 14 7.3％ 

合計 192 100.0％ 

体力的、

精神的にきつい

給与など雇用面での

待遇が良くない

5.7%

その他

2.6%

今後重要と

なっていく

39.1％

人や社会の役に立

ち、働きがいがある

32.8％

実際に福祉関係（介護・障害福祉分野）

の仕事をしている人から聞いて 

23.4％ 

身近な人が介護を 

受けている（いた） 

場面をみて 

12.5％ 

その他 

6.3％ 

他の人が話している

のを聞いて 

2.6％ 

無回答 

3.1％ 

その他 

2.6％ 
給与など雇用面で 

の待遇が良くない 

5.7％ 

体力的、精神的

にきつい 

16.7％ 

無回答 

7.3％ 

n=192 

テレビや雑誌、

インターネットの

情報をみて 

47.9％ 

☆福祉の仕事のイメージについて「今後重要となっていく」と回答した人が、一番多い 39.1％でした。 

☆イメージを持った理由について「テレビや雑誌、インターネットの情報をみて」と回答した人が、一番多い 47.9％でした。 
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学校の先生

40%

先輩・友人

40%

親・親戚・

兄弟・姉妹

20%

お世話をするということだ

けで、具体的にどういった

ことをするかまでは知らな

い

22%

よく知っている

17.2％

全く知らない

3.1％

無回答

1.0％

n=192 

n=5 

《問１１で「４ 他の人が話しているのを聞いて」とお答えの方へ》 

【問１１－１】誰が、話しているのを聞きましたか。（○は１つ） 

１ 学校の先生           ２ 先輩・友人         

３ 親・親戚・兄弟・姉妹      ４ その他（具体的に：             ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆誰が、話しているのを聞いたかについて「学校の先生」と「先輩友人」が 40％、「親・親戚・兄弟・

姉妹」が 20％という結果となりました。 

 

【問１２】福祉の仕事のうち、「高齢者や障害者の介護の仕事」の内容については、どの程度知ってい

ますか。（○は１つ） 

１ よく知っている 

２ 食事や入浴など、日常生活のお世話をすることぐらいまでなら知っている 

３ お世話をするということだけで、具体的にどういったことをするかまでは知らない 

４ 全く知らない 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 2 40.0％ 

２ 2 40.0％ 

３ 1 20.0％ 

４ 0 0％ 

無回答 0 0％ 

合計 5 100.0％ 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 33 17.2％ 

２ 110 57.3％ 

３ 41 21.4％ 

４ 6 3.1％ 

無回答 2 1.0％ 

合計 192 100.0％ 

食事や入浴など、 

日常生活のお世話 

をすることぐらい 

までなら知ってい

る57.3％ 

21.4％ お世話をするということだけ

で、具体的にどういったこと

をするかまでは知らない    

21.4％ 

☆「高齢者や障害者の介護の仕事」の内容について「食事や入浴など、日常生活のお世話をすること

ぐらいまでなら知っている」と回答した人が、一番多い 57.3％となりました。 
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ある

12.5％

興味はある

24.5％ない

62.5％

無回答

0.5％

今後、重要となって

いく仕事だから

4.2%

n=192 

n=24 

【問１３】将来の仕事の選択肢の中に「福祉の仕事」はありますか。（○は１つ） 

１ ある 

２ 興味はある 

３ ない 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

《問１３で「１ ある」とお答えの方へ》 

【問１３－１】その理由はなんですか。（○は１つ） 

１ 働きがいのある仕事だから       ２ 人や社会の役に立ちたいから 

３ 今後、重要となっていく仕事だから   ４ 生きがい、社会参加のため 

５ その他（具体的に：                              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択肢 回答数 回答分布 

１ 24 12.5％ 

２ 47 24.5％ 

３ 120 62.5％ 

無回答 1 0.5％ 

合計 192 100.0％ 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 5 20.8％ 

２ 17 70.8％ 

３ 1 4.2％ 

４ 0 0％ 

５ 1 4.2％ 

無回答 0 0％ 

合計 24 100.0％ 

今後、重要となって 

いく仕事だから 

4.2％ 

その他 

4.2％ 

人や社会の役に 

立ちたいから 

70.8％ 

働きがいの 

ある仕事だから 

20.8％  

☆将来の仕事の選択肢の中に「福祉の仕事」はあるかについて、「ない」と回答した人が、一番多い 62.5％でした。  

☆問１３で「ある」と回答した人の理由として、「人や社会の役に立ちたいから」が一番多い 70.8％でした。 
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他にやりたい仕事がある

68.3％

給与など雇用面での待遇

が良くないと思うから

4%

その他

体力的、精神的に

きついと思うから

14.2％

n=120 

《問１３で「３ ない」とお答えの方へ》 

【問１３－２】その理由はなんですか。（○は１つ） 

１ 給与など雇用面での待遇が良くないと思うから 

２ 体力的、精神的にきついと思うから 

３ 福祉の仕事に興味がない 

４ 他にやりたい仕事がある 

５ その他（具体的に：                              ） 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

  

選択肢 回答数 回答分布 

１ 5 4.2％ 

２ 17 14.2％ 

３ 15 12.5％ 

４ 82 68.3％ 

５ 1 0.8％ 

無回答 0 0％ 

合計 120 100.0％ 

給与など雇用面での待遇が

良くないと思うから 

4.2％ 

その他 

0.8％ 

福祉の仕事に

興味がない 

12.5％ 

☆問１３で「ない」と回答した人の理由として、「他にやりたい仕事がある」が一番多い 68.3％となりました。  
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2.1%

31.8%

33.3%

33.3%

68.2%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

ＷＥＢサイトやＳＮＳを活用して、

福祉の仕事の魅力を紹介する

地域の身近な福祉施設でイベントを行う

福祉施設の職員が学校を訪問して、

福祉の仕事の魅力について話す

授業の一環で福祉施設での職場体験や

ボランティア体験を行う

【問１４】中学生、高校生に福祉の仕事に対する興味・関心を持ってもらうためには、どのような取組

が効果的だと思いますか。（○はいくつでも） 

１ 授業の一環で福祉施設での職場体験やボランティア体験を行う 

２ ＷＥＢサイトやＳＮＳを活用して、福祉の仕事の魅力を紹介する 

３ 福祉施設の職員が学校を訪問して、福祉の仕事の魅力について話す 

４ 地域の身近な福祉施設でイベントを行う 

５ その他（具体的に：                              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択肢 回答数 回答分布 

１ 131 68.2％ 

２ 61 31.8％ 

３ 64 33.3％ 

４ 64 33.3％ 

５ 4 2.1％ 

n=192 

☆どのような取組が効果的だと思うかについて、一番多か

ったのが「授業の一環で福祉施設での職場体験やボランテ

ィア体験を行う」（68.2％）という結果になりました。 
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知らない

89.1％

知っている

9.4％

無回答

1.6％

知らない

91.7％

知っている

7.8％

無回答

0.5％

n=192 

n=192 

【問１５】「１１月１１日」が「介護の日」ということをご存知ですか（○は１つ） 

１ 知っている 

２ 知らない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１６】１２月３日から１２月９日までが「障害者週間」ということをご存知ですか（○は１つ） 

１ 知っている 

２ 知らない 

  

  

 

 

 

  

 

 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 18 9.4％ 

２ 171 89.1％ 

無回答 3 1.6％ 

合計 192 100.0％ 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 15 7.8％ 

２ 176 91.7％ 

無回答 1 0.5％ 

合計 192 100.0％ 

☆「１１月１１日」が「介護の日」ということを知っているかについて、「知らない」と回答した人が 89.1％でした。  

☆１２月３日から１２月９日までが「障害者週間」ということを知っているかについて、「知らない」と回答した人が 91.7％でした。 



15 
 

【問１７】最後に、福祉の仕事について、日頃思っていることがありましたらご記入ください。 

●福祉の仕事の大変さ、イメージ、やりがいなど 

とても大切な仕事だと思う。大変な仕事だと思う。やりがいがあると思う。 

体力や精神面で大変だとは思うけれど、とても大切な仕事だと思っている。 

仕事をしていると急におこるハプニングもあったりするから、とても大変だと思います。 

かなり大変だと思うけど、人と関わっていく中で、とても多くのことを学べそう。 

福祉は人の命がかかっているので、大変なイメージがあります。今の日本は少子高齢化が進んでいるの

で、これからはもっと必要になってくると思います。 

福祉の仕事はとても高齢者や障害者の方に勇気や役に立っていて、素晴らしい働きがいのある仕事だと

思います。 

大変そうだけど、誰かがやらなければいけない仕事。テレビで職員が不足しているというのを何度もみ

ているけれど、これからどうなるのだろう…。とりあえず、今がんばってくださっている方々にはあり

がとうございますと声をかけたい。 

忙しそうだけど人のためになる、役に立つ。 

近年の高齢化が進んでいる社会に必要な仕事だと思う。ただ、それで生計をたてられたり、趣味を持つ

時間があったりといったイメージはない。精神が疲れそうだが、やりがいはありそう。 

自分 1人じゃできないことが多い人を支える仕事が福祉だと思っています。だから、1人でできないよ

うなぐらいだからその人を支えていくには大変だろうし、なかなかうまくいかないと思うから、やる人

が少ないのかなと思う。だけど、今福祉関係の仕事をしている人は、大変だと思うけど、頑張ってほし

いと思う。 

福祉と言われてもどんな仕事なのかよく分からない。 

ヘルパーさんは、大変だと思います。 

給料が安そう（イメージ）。 

重労働で女性は大変そう…。 

大変だけれども、絶対に必要になる事で、人のためになること。 

福祉の仕事は体力がないといけなくてきついことなどがあるので大変だと思いました。 

精神的につらそうになるイメージがあります。 
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●実際に体験をする、働く人や支援を受ける人を見て感じたこと 

職場体験で福祉の仕事を体験しましたが、とても大変でした。高齢者の方の生活のお手伝いをするとい

うことを考えると緊張してしまい、うまく、会話をすることができませんでした。福祉の仕事は、とて

も大変な仕事だと思いました 

現在母が福祉の仕事をしているのですが、よく人材不足と聞いたり、暴力があったり（される方）、体

力的にもきついと聞きます。実際、やりたくない人が多いと私は思います。保育士もそうですが、これ

に関しては、今の現状を皆さんに知っていただくべきです。また、福祉の仕事でのブラックはやめてほ

しいです。 

お母さんが仕事でやっていて、きつそうだなと思っています。 

バスなどで、車イスの人を助ける姿を見て、福祉の仕事をしている人はカッコイイなと思い、自分も福

祉の基礎知識は欲しいなと思いました。 

同居している祖母が、介護サービスを利用していて、そこの方々がどんな時も笑顔で見習いたいと思い

ます。もっと福祉の仕事に興味をもつ中高生が増えたら良いと思います。 

私のおばあちゃんが施設に通っているのですが、いつも笑顔で明るくふるまっていてすごいと思いま

す。また、かなりの重労働だとは思いますが、やりがいのある仕事だと思います。 

私たちの周りで介護をしている人たちを見ていると、とても少ない人数で施設を支えていると何度も感

じます。 

体力的などで大変そうだなという印象がある一方、地域で見かける介護をしているような人はいつも優

しい笑顔をしているので優しい心が持てるようになるのかなと思います。 
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●現在の課題やより良い環境づくりについて 

福祉の仕事は今後高齢化が進むうえでとても重要だとは思いますが、大変というイメージもあります。

そのため、なかなか福祉の仕事につく人が出てこないのではないかなと思います。もう少し仕事の大変

さを分け、１人１人の負担を減らした方が良いと思います。 

今日、介護施設の従業員の方による傷害事件や一般の方による殺傷事件（2017 年に相模原でもあった）

が多発していると感じる。もっとよりよい環境の向上のためにも周辺の警備を厳しくすると良い。 

とても大変な仕事なのに給与など雇用面でも待遇が良くないのは、これから改善していった方がいいの

ではないかと思う。 

これからの社会で大変必要な仕事だと思います。ただ人を相手にしているので、その人その人に応じて

色々対応を変えなくてはならないので、とても大変だと思います。福祉の仕事に、たくさんのこと、た

くさんの人が関われる仕組みが大切だと思います。私は福祉も大切ですが教育も大切だと思っていま

す。教育にたくさんの人、先生が関われるといいなと思います。 

高齢化していく中で、給料が上がらず、今のサービスをするのは無理があると思った。 

最近よく、ニュースなどで、福祉施設の職員が、施設に入っている人に暴行を加えて、ケガをしたり、

亡くなってしまう、というのをよく見るので、施設に入っている人が安心できるように、職員と面接な

どを行ったらいいと思う。 

・人材を増やした方がいいと思う。 

・市、介護関係者が一人ぐらしの高齢者の方の家を訪問する。 

やりがいを持って、人のために働いている人はすごく尊敬するが、福祉施設で働いているにも関わら

ず、虐待をするケースなどを耳にすると心が痛い。大変な気持ちはわかるが、その職についたのなら、

責任をもって最後まで成すというのが定めというものではないか。 

老老介護が問題となっているので若い人たちの雇用を増やせるようにネットなどでの広報活動が大切と

なると思います。 

最近は介護福祉施設で傷害、殺人事件が発生することがたまにあるけれど、それを防ぐためにセキュリ

ティを強くするだけでなく、従業員の精神状態やその人が介護をしていて危険ではないかテストをする

など、職員側への気配りが必要ではないのか。 

もう少し給与を上げても良いと思う。大変そう。 

介護する人が減ってきていると聞くので、そこが課題だと思う。 

高齢化などが騒がれるばかりで、福祉に関する仕事の魅力について知る機会がほとんどなく、良いイメ

ージが持たれにくいと思います。 

現代の高齢化社会において、今後確実に必要となる仕事だと思う。しかし、現代問題、給与があまり良

くなかったり仕事量が多いなどのマイナスのイメージがあるのも確かである。なので、福祉の仕事の良

さ（例えば、人の役に立つというのを身近に感じられる）などをアピールしていくのが良いと思う。 

福祉分野への公共投資を増やし、労働者の処遇改善を進めるべき。 

現代の高齢化社会において、今後確実に必要となる仕事だと思う。しかし、現代問題、給与があまり良

くなかったり仕事量が多いなどのマイナスのイメージがあるのも確かである。なので、福祉の仕事の良

さ（例えば、人の役に立つというのを身近に感じられる）などをアピールしていくのが良いと思う。 

人を助けるという仕事なので、やりがいがあるものだと思うが、つらい部分もあると思う。しかし、高

齢化が進んでいるこの時代、重要になる仕事だと思うので、働く人が増えるような工夫をしていく必要

があると思う。 
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●若い世代を中心に多くの人が理解を深めるために必要と感じること、または知りたいこと 

もっと多くの人々に福祉の大切さを知ってもらうべき。これは仕事だけの観点だけではない。 

人のために行える仕事は、すてきなことだと思います。「福祉の仕事の良さ」というのが私はよくわか

りません。詳しく、働いていて良かったことを知りたいと思っています。 

どんなやりがいがあるのか知りたい。何人ぐらいいるのか、どんな人がいるのか具体的に知りたい。 

実際にどんな活動をするのか知りたいと思う。 

福祉の仕事とひとくくりにするのではなく、まずいろいろあることを知ってもらってから、WEB や SNS

を活用するのであれば種類別にコーナーを作るとわかりやすいし、自分の目を引いたものを見てもらえ

る。 

人とおもに関係している仕事で、機械や物と共に働くより、考えたり、自分で行動したり、配慮する必

要性が高い仕事だと思っています。その分、大変なこともあるけれど、どんな仕事にもやりがいはある

と思います。それはどんなことなのか知ることができたら、もっと福祉の仕事が身近に感じられると思

います。 

福祉の仕事というのは、中学生にとってあまりなじみのない職業ではあるが、高齢者などの手助けが必

要な方にとってはとても重要な仕事となってくるので、「福祉の仕事とは」というテーマでもっと知識

が得られるような場を使って、今の若い人達がもっと福祉に関心がもてるようにしていただきたいと思

っています。 

テレビなどで知られる、悪い印象だけでなく、やりがいや楽しさを様々な人に知ってもらうことが大切

だと思いました。 

介護の日や障害者週間を知らなかったので、知った方がよかったなと思った。 

問 15・16 の「介護の日」や「障害者週間」を生かして、その期間にイベント（福祉に関する）を開催

して、福祉の仕事で自分たちが知らないようなことを体験できれば、いいなと思いました。 

福祉の仕事は、今後増えると見られる高齢者の方のためにとても必要があると思います。だから（問

14）にあるような取り組みがとても大切ではないかと考えます。また、福祉のイベントを小中学生や高

校生を対象に開き、人と関わりを持つ機会を設けて、人や社会の役に立つことの大切さを実感していく

ことが今の学生にとって必要だと思います。 

福祉活動をすることを周囲からの目を気にして抵抗を持っている人がいるので、いろいろな人から立派

なことというイメージをつけられるような行事などをして下さい。 

最近、高齢者の方の介護人員の人手不足が問題として多く挙げられていると聞きます。そして、そのよ

うな仕事に携わってくださっている人は過重労働だったりするという話もたまに耳にします。高齢化社

会が進んでいく中で、介護してくれる人の負担がただでさえ大きいのに、もっと大きくなってしまった

ら…と考えると恐ろしさを感じます。もっと小・中学生位からそのような職について知る機会があった

ら良かったなと今になって気づきました。もう少し、福祉について知れる場が欲しいです。 

 


